













































およそ 40% ～ 70% の運動強度で走るといった無理のな
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Change in attitudes toward endurance running in students with different 
physical fitness levels
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　　This study examined changes in attitudes toward endurance running through course unit in physical education class. The 
participants consisted of 146 junior high school students (68 males and 78 females). Endurance running was practiced at a slow pace
（NIKO NIKO pace, 40-70%V
・
O2max）. Attitudes toward endurance running were assessed before and after the unit through a 
questionnaire. The results were as follows. (1) Positive feeling score was significantly increased as a progress in class for females. (2) 
Negative feeling score was significantly decreased as a progress in class for both males and females. (3) Cognitive score of the unit was 
significantly increased as a progress in class for both males and females. These results suggested that the slow pace took the positive 
attitude toward the endurance running as a progress in class.
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いペースでゆっくり走る授業実践がいくつか報告されて
































　対象者は A 中学校 1 年生 146 人（男子 68 人，女子 78 人）
とした。対象者の身体的特徴および新体力テストの結果
を表 1 に示した。身長，体重，体力の結果は平成 24 年




　単元の概要を表 2 に示した。2012 年度の 3 学期中に，














首からの触診法により 15 秒間の脈拍を測定した。RPE は
Borg(25)，小野寺ら (26) によって作成された主観的運動強
度に対応した 6 から 20 までの数字を選択し，運動中ま
たは運動直後に記録用紙へ記入した。3 時間目は 5 分後，
10 分後，15 分後の 3 回，4 時間目は 10 分後，20 分後の










票に基づいて，小学生 (30) や大学生 (31) を対象に体育の授
業における持久走に対する態度が検討されている。本研
究でも，徳永ら (27, 28) が作成した調査票の「運動」を「持
久走」として体育の授業における持久走に対する感情的
成分と認知的成分を評価した。感情的成分のうち，快適
感情に関する設問を 4 問，不快適感情に関する設問を 5
問，認知的成分に関する設問を 9 問設定し得点化した。
調査票の回答は「賛成」，「どちらともいえない」，「反対」











数および RPE の変化は，対応のある 1 要因の分散分析
を行った。単元前後の態度得点の比較は，対応のある t
検定を行った。


















5 時間目の RPE は 3 時間目と比較して有意に高かった。
女子の心拍数では授業時間による有意な主効果（F（2，
154）=6.56，p<0.01）が認められた。Bonferroni の方法








































































　3，4，5 時間目の心拍数，RPE の結果（表 3）から，
心拍数は男女ともに目標心拍数である 30～ 35（拍 /15秒）
より 3 拍～ 5 拍程度高い結果であった。RPE に関しては，





































































低い集団（20m シャトルランの数値が平均値－ 1.5 標準
偏差である対象者：男子 n=5，女子 n=4）でも同様の傾
向であった。これらのことから，最大酸素摂取量のおよ
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